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（平成 26 年 2 月 20 日受付/平成 26 年 4 月 18 日受理）
要約：明治時代から現在に至るハンターの関心事項の変遷を探るため，1891-2008 年に発行された狩猟雑誌
4 誌（猟之友，銃猟界，狩猟と畜犬，狩猟界）の記事内容を調査した．雑誌 1 冊あたりの総ページ数，記事
















































（狩猟界社発行，創刊 1957 年，廃刊 2009 年）を選定した。
いずれも購読希望者が直接出版社に申し込んで購入する販
売形式であり，一般の書店に並ぶことはなかった。なお，
第二次世界大戦中とその復興期である 1941 年から 1956 年
にかけては、参照可能な狩猟雑誌を見つけられなかった。
　「猟之友」については，入手できた第 1 巻 1 号（1891 年）
から第 2 巻 5 号（1894 年）の中から計 6 冊をほぼ均等間
隔で抽出した。なお、「猟之友」創刊の翌年である 1892 年
には狩猟団体「猟友会」設立され、同一人物がいずれにも
かかわっている8）。「銃猟界」については第 7 巻 7 号（1911
年）から第 20 巻 3 号（1921 年）の中から 5 年おきにほぼ
均等間隔で 3 冊ずつ，計 9 冊を抽出した。「狩猟と畜犬」
については第 5 巻 52 号（1930 年）から第 16 巻 3 号（1940











については全号を入手できたので，1958 年から 2008 年に
かけて，5 年おきにそれぞれの年の狩猟期間である 1-3 月




































１冊あたり総ページ数（図 1）は，第 2 次世界大戦までの
1891-1940 年には大きな変動はなく，平均 72 ページであっ
た，しかし 1950-1960 年代には大幅に増加して 1968 年に
は 1 冊あたり平均 202 ページとなった。しかしその後は減
少を続け，2008 年では平均 105 ページとなった。総記事
数にも同様の推移が見られ，最も多かった 1968 年には 1
冊あたり平均 204 件であったが，2008 年には平均 69.1 件
に減少した。狩猟に関する記事は日中戦争から第二次世界
大戦の期間である 1930-1940 年代に減少したが，それ以外





前では 1935 年の 1 冊あたり平均 20.3 件が最も多かった。
最も多かった 1968 年には 1 冊あたり平均 99.5 件であった












事全体の 20-40% 程度を占めた。最大件数は 1968 年にお
















に関する記事は 1970 年代以降に増加を続け，1980 年代に
は 7 割以上，1990 年年代には 9 割以上，そして 2000 年代
には記事の全てが大型獣で占められた（図 6）。また 2000












に関する記載はウサギ 4 件，クマ 1 件，インドに生息する
トラ 2 件の計 7 件のみであった。哺乳類の生態に関する記
事は 1950 年代以降に増えて，1980 年代後半からは鳥類を
上回った。記載の中心はシカ，イノシシ，クマの 3 種であ
り，クマに関する記事は 1958 年以降，1993 年を除く全て
の調査年に掲載されていた。
　法律に関する記事は 1 冊あたり平均 2.1 件で，時代によ
る大きな変動は見られなかった。わが国初の狩猟に関する









掲載され始め，最大件数は 1921 年における 1 冊あたり平




年代では 1 冊あたり平均の文化記事の割合は 2 割程度に減































件数は 1935 年における 1 冊あたり平均 4 件であったが，
1960 年代後半からは減少し，1 冊あたり平均記事数は 1 件
以下になった（図 8）。最後の掲載年は 1993 年であった。
　競技の種類としてフィールドトライアルとベンチショー
の 2 種類の記載がみられた。このうちベンチショーは







されていた。最大件数は 1998 年における 1 冊あたり平均
4 件であった。1960 年以降の全ての調査年で猟犬の病気・
疾患について Q ＆ A 方式の記事が掲載されていた。
　訓練記事はページ数の少なかった 1918 年以外の全ての






































2008 年には 3.5 件の広告数となった。1998 年以降は猟具
の広告が最多となった。銃器の広告は第二次世界大戦中の
1940 年以外の全ての年で掲載され，最大件数は 1963 年の
















































広告が 1 冊平均 1.3 件見られたのみであった。しかし 1958
年以降は全ての年で掲載された。1978 年には最大の 1 冊
あたり平均 9.5 件となったがその後減少を続けて 2008 年























総費用は 5 泊 6 日で 97,000 円であった。狩猟ツアー広告
はその後 2003 年まで毎年掲載されており，どの年におい





1978 年に掲載された北米への狩猟ツアーは，4 泊 5 日で
686,000 円であった。海外狩猟ツアーの広告掲載は 1998 年
が最後であり，この年には 20 日間 380 万円のホッキョク
グマ狩猟ツアーが掲載されていた。国内狩猟ツアー広告の
最後は，2003 年のエゾシカの巻狩り猟であり，1 日 2 万円
と掲載されていた。































































記事は 1980 年代後半には激減し，2000 年代には消滅して
いる。実際の狩猟頭数・有害鳥獣駆除数においても，ウサ
ギは 1970 年以降減少を続けている（図 10）。他方，シカ




程度に増加し（図 10），イノシシは 1995-2005 年で有害駆
除数が 3 倍に増加している（図 10）。クマは他種にみられ
ない扱いをされている。狩猟統計によるとクマの狩猟数は
最も多かった 1980 年代でも 1,000 頭程度であり，シカや
クマの 1/100 から 1/20 程度に過ぎない。しかし，雑誌記
事におけるクマは，ずっと大きな割合で扱われている。ク
マに関しては狩猟のシンボル的動物として，ハンターの畏














































































and animal/bird-related books  for about 120 years  from Meiji Era to  the present.   The  following four 
hunters’ magazines that were published during 1891-2008 were  investigated:  ‘Ryo-no-tomo  (Friends of 
hunters)’, ‘Juuryo-kai (Hunting gun world)’, ‘Shuryo-to-chikken (Hunting and dog)’ and ‘Shuryokai (Hunting 
world).  Total page numbers per copy of hunting magazines steadily increased towards 1970 and started 




as  traps  and clothing became  the majority.    In particular  increase of  trap-related advertisements 
increased sharply.    In articles of hunting techniques, main target animals were birds  in the 1950s, but 
shifted to mammals in the 1980s.  Mammal-related articles were mainly on hares until the 1970s, but they 
shifted to deer and wild boars after the 1980s, occupying more than 80% of articles.  This seemed to be a 
reflection that the number of hunted hares started to decrease after the 1970s and the number of hunted 
deer and wild boar for wildlife damage control increased after 2000.  It turned out that the increase and 
decrease of total page numbers in hunting magazines was in proportion to the population of hunter, with 
the exception of wartime.   They also reflected  levels of wildlife damage and the actual hunting head 
count.  
Key words：hunters’ magazine, hunters’ population, article, advertisement, trend
*
†
Department of Human and Animal-Plant Relationships, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Agriculture
Corresponding author（E-mail : mando@nodai.ac.jp）
